
今回は、施設の長寿命化について紹介します。

建物は時間が経過すると、壊れたり不具合が起こりやすくなります。定期的な点検や調査を行

い、不具合が起きる前に予防的な改修をし、より長く利用していくことを長寿命化といいます。

〇長寿命化建物の選定手順

〇長寿命化における改修・更新時期の設定

※参考：建築物(鉄筋コンクリート造)の耐用年数は、50年～65 年です。

次回は、施設の複合化について紹介します。

問 資産経営課(内線 573）

⑭ これからの公共施設について 第 4回 -取組1 長寿命化-

 
大規模改修 長寿命化改修 大規模改修 建替え 

大規模改修

（1 回目）
長寿命化改修

大規模改修

（2 回目）
更新（建替え）

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

重量鉄骨造

築 20年 築 40年 築 60年 築 80年

軽量鉄骨造

木造
築 25年 - － 築 50年

（現状回復等） （機能向上） （現状回復等）

劣化によるリスクを考慮し、計画的に施設管理

することが必要な建物か

譲渡や売却、貸付等の可能性がなく、今後の

維持・保有を想定している建物か

全 建 物

長寿命化しない建物長寿命化する建物

はい

いいえ

いいえ

はい
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